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図　WARS－Rの結果
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考　察
1。ASにみられる統合失調症様症状の特徴
　本症例は，幼少時から対人関係における相互的
なやり取りが苦手で，同年代の子どもたちとの親
密な交流ができず，集団の中で孤立していた．ま
た，そのような特徴のためにいじめの対象になる
ことも多かった。他者の目を強く意識する青年期
の年代に至ったAは，高校入学後にクラスに馴染
めないことをきっかけにして，過去のいじめられ
体験が容易にフラッシュバックとして現われ，幻
聴，被害念慮，被注察感といった精神症状が出現
するようになったと考えられる．これらの精神症
状は汎化したり，その内容が体系化されて被害妄
想に発展することはなく，入院後に速やかに消失
しており，状況依存性が極めて高かった．杉山り
は，ASにみられる統合失調症類似の幻覚妄想に
ついて，大半は過去の体験が状況や感情の類似性
によって突然想起されるというtime　slip現象や
ファンタジーへの没頭などの広汎性発達障害の病
理の延長線上にあるものとして理解されるとして
いる。また，吉川5｝は広汎性発達障害における幻
覚妄想の特徴として，一時的，断片的，状況依存
的で拡散や体系化することがなく，また，幻覚妄
想が出現する以前からASの行動特徴が明確に認
められることを挙げている．本症例で認められた
統合失調症様の症状も過去の不快な体験との関連
性が深く，吉川‘’が示した特徴とも合致しており，
統合失調症にみられる幻覚妄想とは性質を異にし
ていると考えられる．
2．ASに対する援助
　診察場面において，自分の興味のある話題を一
方的に話す傾向が強かったAに対して，時間制限
を設けず傾聴するという治療態度で臨み，Aとの
信頼関係の構築にまず努めた．その結果，診察時
の話題が徐々に対人関係における具体的な問題に
推移していった．また，Aは「今日はスポーツ
カーに乗ってドリフトをした」「中学生時代の先生
と心が通じ合っていて，死にたくなったら助けに
来てくれる」といった非現実的なことをしばしば
述べていた．このことは，空想することを好み，
夢と現実の区別がつかなくなることもあるASに
特有の精神病理に由来すると考えられた．このよ
うな空想的内容の発言に対しては，否定も肯定も
せずに傾聴していくことが治療関係の深化に大き
な役割を果たしたと考えられる．
　また，本症例では学校や家庭に対してAの障害
特性を説明し，Aへの具体的な関わり方を示して
いった．とくに，学校に対しては精神症状が悪化
した際に刺激から隔離するために保健室のような
エスケープゾーンを提供してもらった．このよう
に，両親や学校の教師に障害特性を十分に理解し
てもらいながら密接な連携を持つことも患者本人
に対するアプローチとともに重要な支援と考えら
れる。
まとめ
　当初，統合失調症と考えられたASの女子高校
生例を報告した．ASであるという視点を持つこ
とで，診察場面では障害特性に合わせ対人スキル
に焦点を当てたアプローチが可能となり，学校や
家庭に対しても具体的な指示・助言を行うことが
できた．ASと統合失調症は臨床的に症状が重な
る部分もあるが，目立った精神症状のみに注目す
るのではなく，乳幼児期からの生育歴を丁寧に聴
取し，対人関係のあり方を細かく分析して，ASの
可能性を念頭に置きながら日常診療を行うことが
必要であると考えられた．
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